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12. ロワー/､イブ リッド波の励起 と伝播






















唐 内 一 郎
核融合研究において臨界条件に近いプラズマパラメタ-を達成しているトカマク装置は,ジ
ュール変流器による誘導電流を用いてプラズマの平衡を保っているため,原理的にパルス運転
となるという難点をもつ｡これを解消するために,非誘導電流駆導についての研究が進められ
ている｡
我々は低域混成波による電流駆動の研究を行っている｡ 電子サイクロトロン共鳴によって作
られたプラズマ(ECRプラズマ )に低域混成波を入射して,高周波だけでプラズマ電流を立
ち上げることができ,プラズマ電流 8.5kA,電子密度 1×1012cm~3のトカマク状プラズマを
得ている｡ これをRFトカマクと呼ぶ｡
準線形理論によると, トロイダル磁場に沿って一方向に伝播する低域混成波と共鳴電子との
相互作用によって電子の磁場に平行な方向の速度分布関数に非対称なプラ トー が形成され,そ
れによって電流が駆動される｡
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